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図 1 温熱環境調査における測定機器配置図 
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１．はじめに 

日本全国には多くの共同住宅があり、高度成長期に大

量に供給された階段室型集合住宅については老朽化や居

住者の高齢化に伴い片廊下型集合住宅への建て替えが進

められている文１，２）。建築計画学では片廊下型よりも階段

室型の方が採光・通風が取れ居住条件が良いとされてお

り、階段室型・片廊下型における通風と温熱環境に関わ

る研究は多く存在する文３，４）。しかし、実居住住戸におけ

る温熱環境と生活行動との関係を示した研究は多くない。 

そこで本研究では、近年の片廊下型の公的住宅におけ

る温熱環境からの評価を行い、温熱環境が居住者の生活

行動や住まい方、住宅内における人体に与える影響を考

察する。また階段室型と片廊下型における温熱環境や換

気上の比較・整理を行い、実居住住戸において通風を目

的とする窓・間仕切りの開閉状況を検証することで、住

まい方の改善点や今後の計画に活かすことを目的とする。 

２．研究概要 

本研究では大阪府 T 市と S 市に位置する大阪府住宅供

給公社所有の断熱性能、床暖房、浴室暖房乾燥機、24 時

間換気を標準装備した片廊下型集合住宅（表 1、2、図 2、

3）を対象として①実居住者を対象とした生活行動調査、

②実居住住戸における温熱環境の実測調査（図 1、表 3）

の 2 点を行った。①実居住者を対象とした生活行動調査

では研究対象集合住宅において、実際の室の使われ方を

確認するため、温熱環境が室の使い方に与える影響を確

認するために行った。②実居住住戸における温熱環境の

実測調査では実際の住戸における温熱環境を把握するた

め行った。熱中症などの人体への影響やカビ、結露など

の建物への影響を確認するため温熱環境と共に湿度環境

を確認した。比較・整理には大阪府 N 市に位置する階段

室型を対象とする。実測期間は夏期：2015/9/7～9/18 に

行った。夏期ではあるが、外気温があがらず中間期に近

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 1 対象建物概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 夏期被験者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 3 夏期実測測定項目 

 

 

 

 

 

 

Thermal Environment and Life Action in public subsidized housing that was built in recent years 

Matsushima Kouki 

住戸形式 居住階 年齢 性別 居住者 測定日 天気 最高 最低

9/10 雨のち晴 25.7 21.4

9/11 晴 26.6 18.0
9/12 晴のち曇 29.0 18.2
9/14 晴のち曇 27.8 18.3
9/15 晴のち曇 29.3 18.3
9/16 曇時々雨 24.5 22.0
9/17 雨のち曇 23.9 19.1
9/18 晴のち曇 27.0 18.7
9/8 曇のち雨 23.6 21.7
9/9 雨のち曇 25.7 20.2
9/10 雨のち晴 25.7 21.4
9/7 曇のち雨 26.0 21.6
9/8 曇のち雨 23.6 21.7
9/9 雨のち曇 25.7 20.2
9/10 雨のち晴 25.7 21.4
9/11 晴 26.6 18.0

外気温（℃）

Ⅰ S D（3DK）
7F

（中層階）
65
64

男性
女性

2名

男性
女性

2名

Ⅲ N D1（3DK）
2F

（低層階）
68
59

男性
女性

4名
子供1名

Ⅱ S B（2DK）
2F

（低層階）
29
29

男性
女性

2名Ⅳ N D'（3DK）
12F

（高層階）
64
60

N S 既存階段室型
築年数 8年 8年 39年
対象 大阪府T市 大阪府S市 大阪府N市
管理 住宅供給公社

専有面積 40.98～67.00㎡ 40.86～67.52㎡ 49.23～51.19㎡
住戸数 246戸 204戸 380戸
構造 鉄筋12階建　他 鉄筋12階建　他 鉄筋5階建
住戸 階段室型集合住宅

住戸タイプ 12タイプ 12タイプ 5タイプ
1DK, 2DK, 3K,

3DK, 2LDK, 3LDK
1DK, 2DK, 3K,

3DK, 2LDK, 3LDK
3DK, LDK

断熱性能 なし
なし
なし

台所のみ換気扇

片廊下型集合住宅

住宅供給公社

設備

あり（平成11年省エネ基準）
床暖房（LD）あり

浴室暖房乾燥機あり
24時間換気（第3種機械換気）

 図 2 N の片廊下型 D住戸  図 4 階段室型の北入住戸 

凡例 機器名称 設置高さ（mm）

おんどとり 1000

サーモクロン壁面貼り付け 1000

サーモクロン天井面貼り付け 天井面

目的 測定項目 測定方法

居室温度 おんどとり

居室湿度 おんどとり
カビ ヒアリング調査
天井面・壁面表面温度 サーモクロン

各室の使用状況 行動パターンと居場所 タイムダイアリ
心拍数 時計型心拍計
皮膚温度 サーモクロン

室内環境の把握

生理量調査



使用   開けている 

使用   開けている 

図 7 温熱環境実測調査 居室湿度（住戸Ⅰ） 

図 5 生活行動調査 皮膚温度（住戸Ⅳ 64 歳女性） 

図 6 温熱環境実測調査 居室温度（住戸Ⅳ） 

３．夏期生活行動調査 

3-1. タイムダイアリ 

 本調査は実際の居住者を対象として行った。表 3、4 に

は片廊下型、階段室型においてそれぞれ冷房を使用せず

自然通風を取ることで過ごしたとみられる日のタイムダ

イアリを示す。階段室型では窓・間仕切り共に開けて通

風を確保していたが、片廊下型では住戸内の通風経路の

確保が難しくいため窓を開けて扇風機を用いることで通

風を確保していることが確認できた。高層階の住戸では

通風経路を確保するため、玄関扉にルーバー式アルミサ

ッシを取り付けることにより玄関扉と間仕切り、南側居

室に位置する窓を開けて通風している住戸も確認できた。

片廊下型ではバルコニーに面する窓の開放だけでは住戸

内において十分な通風の確保が難しいのではないかと考

えられる。 

3-2. 皮膚温度結果 

 皮膚温度（胸、腕、大腿の 3 点）を計測した。暑熱環

境下でなかったため皮膚温度の大きな変動はみられなか

った（図 5）。 

４．夏期温熱環境実測調査 

4-1. 居室温湿度結果 

 生活行動調査と共に居住住戸において温熱環境実測調

査を行った（図 4）。温度環境では起床時の居住者による

玄関の扉を開ける行為により共用廊下からバルコニーへ

通風経路が確保され、その経路にある玄関・和室・DK の

室温が低下している（図 6）。湿度環境では 24 時間換気シ

ステム、浴室暖房乾燥機が標準装備されている片廊下型

では入浴の際に急激に上昇した湿度が浴室乾燥機の使用

により大幅に低下していることから、湿度環境をある程

度コントロールできるためカビの発生などの建物への影

響を抑制することができると考えられる（図 7）。 

4-2. 天井面・壁面温度 

 実居住住戸において天井面、壁面の表面温度の計測を

行った。外気温があがらなかったため躯体への蓄熱は不

明である。 

５．まとめ 

本研究では夏期の実居住住戸における実際の居住状況

を把握するとともに温熱環境の把握を行った。生活行動

としては片廊下型では DK を中心として生活していること

が明らかとなり、階段室型と同様の傾向が確認された。

夏期だが気温が低く、通風の問題が温熱環境に与える影

響はみられなかったが片廊下型では階段室型に比べてル

ーバー式サッシの使用など居住者の通風経路の確保に関

する生活行動がみられることから、片廊下型における通

風の問題が明らかになった。片廊下型集合住宅において

通風経路の確保等が改善すべき重要な問題であると考え

られる。 
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表 4 生活行動調査 タイムダイアリ（片廊下型） 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 生活行動調査 タイムダイアリ（階段室型） 
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和室

DK

風呂

北側洋室①
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風呂

北側和室－洋室間

南側和室－台所間
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